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応用例・用途

 酸化ストレスは，多くの病気や⽼化の要因と考えられています．
 今までの酸化ストレス評価法は，⾝体の中で起こる複雑な酸化ストレス関連反応を捉え
切れていません．

 これは，多くの抗酸化剤による治療の試みを失敗に終わらせた⼤きな原因です．
 私たちは，多種類の活性酸素に対する消去活性を測定することにより，複雑な酸化スト
レス連鎖反応を多⾯的に評価する⽅法(MULTIS)法の発展研究を続けています．

 これまでは，「酸化ストレスの亢進」→「抗酸化剤の投与」という単純な図式でした．
 私たちの⽅法では，「どの部位で」「どの程度」抗酸化活性が低下しているため，
「どのような」薬やサプリメントを「どのくらい」使えば良いのかが評価できます．

研究概要

酸化ストレス，抗酸化活性，電⼦スピン共鳴，サプリメント，アンチエイジング

病態の評価，サプリメントや機能性⾷品の開発，アンチエイジング
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これまでの測定
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抗酸化能が
どこで強く，
どこで弱い，
がわかる

ピンポイントに，
効果の高い抗酸化剤を使用

治療効果向上
副作用軽減


